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確実な防災行動

前浜中学校 校長 涌 井 良 平

日本は，自然豊かな国です。変化に富んだ地形によるすばらしい景観や四季の変化を楽しむ

ことができます。また，日本各地に温泉が湧いています。もちろん，佐渡も海あり山あり温泉

ありですばらしいところです。一方で，地震や風水害などの自然災害もたくさん発生していま

す。地球規模のメカニズムによるものであり，人間の力ではどうにもなりません。私たちにで

きることは，災害から身を守り，被害を最小限に抑えることです。

さて，東日本大震災のとき，釜石の中学生が日頃の防災学習を生かして率先して避難したこ

とによって，多くの人が津波から免れることができました。「釜石の奇跡」と呼ばれています。

ポイントは次の三つです。

① 想定にとらわれないこと ② 最善を尽くすこと ③ 率先避難者となること

ここでは，三つ目のことに注目してみたいと思います。近年，全国各地で災害が発生したと

きに，避難が遅れて命を落としてしまうといった事態が問題になっています。人間には，「正

常バイアス」という心の働きがあるのだそうです。危険が迫っていても，自分は大丈夫だろう

と思い込もうとする傾向があります。そのために避難行動を取らなかったり，遅れたりします。

この心の偏りを打ち破る必要があります。そのためには，釜石の生徒たちのように日頃から防

災について学び，意識を高めていることが大切です。

学校では年３回の避難訓練を行っていますし，地域でも防災訓練を行っています。実際，先

日の津波注意報で佐渡市から避難指示が出たとき，多くの方が避難行動を取りました。学校に

も多くの方が避難して来られました。防災意識の高さの表れです。また，今，「避難スイッチ」

という言葉が使われるようになってきています。広範囲を管轄する自治体の指示を待つだけで

はなく，身近な地域ごとあるいは家庭ごとに避難のタイミングを決めておき，声を掛け合って

確実に避難行動に移すというものです。日頃から防災について話題にするとともに，いざとい

うときには自分で判断し，周囲に呼び掛け，率先して避難することができるようにしたいもの

です。

この度の津波注意報への対応において，防災体制に関する課題も見えました。市当局に実際

の状況を伝え，よりよい体制づくりに生かしてもらうとともに，私たちも教訓にしたいと思い

ます。夏休みは子どもたちが一人で過ごす時間が多くなります。学校では，子どもたちに災害

時には率先して行動するように指導していますが，地域での見守りや声掛けもお願いします。

子どもも大人も，確実な防災行動を取ることができるようにしていきましょう。

７月５日（金）に，運営委員会主催による七夕集会を行いました。最初に全員で七夕の歌を

歌った後，一つの輪になり，一人一人が思い思いの願いごとを発表しました。「将来は保育士

や大工になりたい！」「水泳が上手になりたい！」「猫と仲良くなりたい！」など，友達の願

いごとをみんなが優しい笑顔で聞いていました。その後，運営委員会が考えたレクリエーショ

ンを行い，楽しい一時を過ごしました。みんなの願いがかなうといいですね。

給食試食会
７月１６日（火）に，給食試食会を行いました。はじめに，給食センター栄養主査の本間信

子様から「朝食の役割」「暑さに負けないための食事の摂り方」などについてのお話をお聞き

し，その後，保護者の皆様と一緒に給食をいただきました。保護者の皆様との楽しい給食に，

「時間内に食べよう！」「残さないで食べるぞ！」と，いつも以上に張り切って食べる子ども

たちの様子が見られました。

お忙しい中，たくさんの保護者の皆様からご参加いただき，大変ありがとうございました。

トキがグラウンドに舞い降りた！
７月の上旬，３～４羽のトキが前浜小中学校

のグラウンドに飛来してきました。中でも子ど

も（？）と思われる一体はとても好奇心旺盛で，

右写真のように児童たちの１ｍそばまで近づい

てきました。この珍客に彼らは大喜び。これか

らもずっと，微笑ましい関係を結んでいけるこ

とを願っています。



下越地区バドミントン大会
６月２８日（金），２９日（土）の両日，佐渡サンテラスーパーアリーナにて下越地区バド

ミントン大会が行われました。下越地区に編入される初めての大会でしたが，前浜中をはじめ

とする佐渡のチーム及び選手が大活躍しました。

１日目の団体戦では，わが前浜中学校は乙中学校，佐和田中学校に勝利した後，佐渡地区大

会の準決勝で戦った強敵 真野中学校と対戦しました。互いに一歩も譲らない接戦を演じまし

たが，惜しくも敗れてしまいました。

翌日の個人戦では，Ｋ・ＨさんとＫ・Ｎさん，Ｍ・ＹさんとＭ・Ｍさんのペアが参戦しまし

た。ＹさんとＭさんのペアは２回戦に１ゲーム先取したのですが，善戦の末に敗れてしまいま

した。この悔しさをバネに来年度奮闘してもらいたいです。一方のＨさんとＮさんのペアは，

決勝まで駒を進めました。決勝の相手は佐渡地区大会でも優勝を争った真野中のペアでした。

二人は積極的な攻撃を見せ１ゲームを先取しました。その後も一進一退の攻防が続き，接戦の

末に僅差で敗れてしまいました。しかし，死力を尽くした二人は，試合後も清々しい表情を見

せていました。

２日日，試合のなかったＵ・Ａさんは，自分から審判や線審を買って出てくれました。また，

今回試合のなかったＨ・Ｙさんも２日間，得点係や応援に一生懸命でした。

＜下越地区バドミントン大会 成績＞

女子団体戦 ３位 女子個人戦ダブルス Ｋ・Ｈ＆Ｋ・Ｎ ２位

なお７月１３日（土），１４日（日），新潟市秋葉区総合体育館にて新潟県バドミン

トン大会が行われました。下記のような結果でした。

女子団体戦 ２回戦進出 女子個人戦ダブルス Ｋ・Ｈ＆Ｋ・Ｎ ３位

（ 北信越大会出場！ ８月６日，７日 秋葉区総合体育館 ）

行事日程の変更 お知らせ！
２学期行事の期日について変更がありましたので，お知らせいたします。

佐渡市中学校駅伝大会 9月20日(金） → 9月19日(木）

佐渡市中学校音楽発表会 11月 7日(木） → 11月 5日(火）

第２回篠笛教室
７月１１日（木），篠笛奏者の狩野泰一様をお迎えし，今年度第２回目の篠笛教室を行いま

した。前回は基本的な篠笛の技法を中心に指導していただきました。今回，狩野様はそれをお

さらいしながら，さらに高度な技法になるよう熱心に指導を加えました。

「吹き口の角度を変えてみて，一番ラクに音が出る位置を探すんだよ。力任せはダメ。」

「唇のスリット（すき間）を小さくすると，吹く勢いが出て大きな音になるよ。」

「舌を下あごの底に付けて，口の中の空間を広くしよう。音も響くし，息も長くなるよ。」

こうした具体的なアドバイスに加え，肩の力を抜かせるユーモラスな声掛け，児童生徒の目

を輝かせる見事な模範演奏と，多種多様な指導法を駆使されていました。それらが功を奏し，

時間を追うごとに子どもたちの音色が変化していきました。

後半は御幣（まとい），太鼓，チャッパ，篠笛と担当の楽器に別れての練習でした。一人一
ご へ い

人と正対し，修正ポイントを指摘されました。その後，隊列を組んでの演奏練習に移行し，ぶ

れない演奏や美しい動きのコツを伝授してくださいました。

その後は，保護者や地域の皆様を招いての講演会でした。自らの経験をもとに，「人のやっ

ていないことに目を向けてトップを目指そう。」「自分の足元～もっているもの～を見つめよ

う。」「柔軟な発想から新しい物が見えてくる。」等，様々なメッセージを発信してくださいま

した。そしていよいよ，参加者お待ちかねの演奏タイムです。最新ヒット曲「Lemon」，名曲

「糸」，さらに「音紡ぎ」などのオリジナル曲に参加者全員が酔いしれました。

篠笛の指導 隊形練習 講演会での美しい演奏 一般参加者も一緒に校歌斉唱篠笛の指導 隊形練習 講演会での美しい演奏 一般参加者も一緒に校歌斉唱

９月２８日（土）午後１時より ビビアン･リー主演の名作「哀愁」を上映します。
後日，チラシ等で詳しい内容をお知らせいたします。そちらもぜひご参加ください。


